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１． 研究開発成果 

事後報告書（下URL）参照 

https://www.amed.go.jp/content/000065842.pdf 
 
２． 総合評価 

• 不十分である。 
 

【評価コメント】 
 本課題では、ATL細胞株について、レナリドミド感受性、全ゲノム解析、プロテオミクス

解析などを計画通りに実施し一定の成果は得られている。しかし、既存のターゲットを確認

できたものの、目標としていたATLにおけるレナリドミドの新規作用機序の解明には至らな

かった。 
 今後、本研究結果も踏まえて、ATLの新規創薬ターゲットやバイオマーカーの同定に向け

て研究を進めて頂きたい。 
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